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１ 時制＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

１．現在時制 

 

  時制の一致 

   (1)通常は主たる動詞が過去形ならば、従属する節の動詞も時制の一致をする。 

    She says (that) she wants to go to Australia. 

 

She said (that) she wanted to go to Australia. 

 

   (2)現在の反復的･習慣的動作や一般的真理は時制の一致をしない。 

    She said (that) she goes to college. 

I learned (that) the earth moves around the sun. 

 

   (3)☆未来をあらわす「時」や「条件」を示す副詞節においては未来のことでも現在時制を用い

る。 

     When he comes back, we will start.  

     ✕When he will come back, 

     彼が戻って来たら(副詞節)→出発する(動詞)を修飾している。 

 

     If it is fine tomorrow, I will go fishing.  

    ✕If it will be fine tomorrow, 

    もし明日晴れならば(副詞節)→釣りに行く(動詞)を修飾している。 

 

    条件節や when 節が名詞節の場合は,未来のことは未来時制で表す。 

    I don't know if he will come back. (彼が帰ってくるかどうか～) 

    S     V    O(名詞節)        

    I don't know when he will come. (彼がいつ来るかを) 

    S     V       O(名詞節) 

 

    もし・時 → 副詞節 → 未来のことでも現在形で 

    かどうか・いつ → 名詞節 → 未来のことは未来形で 

 

    ★注意すべき例外 

    ※条件節に主語の意志があって｢もし～する意志があれば｣となると,副詞節中でも意志を表す 

     will が用いられる｡ 

     We'll be very happy if you will kindly do so. kindly[親切にも] 

     (あなたがもしそうしてくださるなら,私たちはとてもうれしい｡) 
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２．過去時制 

 

   (1)過去の事実や習慣を表す。(当たり前) 

 

   (2)☆大過去＝過去の過去を表す had+過去分詞 

 

    （過去完了形の形を借りて大過去を表す） 

     I lost the pen which my father had given me. 

    (お父さんが私にくれたペンを失くした。) 

    ☆大過去の例外＝歴史的事実は大過去を使わず、常に過去形。 

    I learned that Columbus discovered the American Continent. 

    (私はコロンブスがアメリカ大陸を発見したことを学びました。) 

 

３．進行形 

 

   (1)現在進行形 be Ving 

    現在進行中の動作や近い未来を表す。 

    Nancy is now playing the piano in her room. 

    (ナンシーは今,部屋でピアノを弾いている。/ 弾いているところだ。) 

    I am leaving Japan next week. 

    (私は来週日本を出発します。） 

 

   (2)過去進行形 was/were Ving 

    ～しているところだった 

    While I was taking a bath, the telephone rang. 

    (私がおふろに入っている間に,電話が鳴った｡) 

 

   (3)未来進行形 will be Ving 

    ～していることだろう 

    This time next Friday I will be flying over the Pacific. 

    今度の金曜の今ごろは,太平洋上空を飛んでいるだろう｡ 

 

   (4)進行形の訳の例外 いつも～ばかりしている 

    感情的な色彩を帯びた反復的・習慣的動作を表す。 

    always, constantly などの副詞語句を伴う場合が多い。 

 

    She is always complaining. ＝ do nothing but V(原形) 

    彼女いつも不満ばかり言っている。   
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   (5)進行形にならない動詞 状態動詞 

    秒単位で中断と再開が切り替えられない動詞や状態を表す動詞。 

    know, remember, believe, understand, like, love, dislike, hate,  

    want, hope, see, hear, feel, look(～にみえる), seem(～に思われる),  

    have, need, belong,  

    smell(～のにおいがする)状態動詞⇔smell(～のにおいをかぐ)動作動詞 

 

    We are listening carefully, but hear nothing. 

    (私たちは注意深く耳を傾けているが,何も聞こえない｡) 

    listen は聞こうと思って聞くので動作動詞。 

    hear は自然と耳に入ってくるので状態動詞。 

 

    ※例外 意識的に一時的行為をする場合 

    I am living in Kyoto. 

    (私は一時的に京都に住んでいる｡) → 本来は他の所に住んでいる 

    We are looking at the house as we are thinking of buying it. 

    (その家を買おうかなと考えてるので,その家を見ています｡) 

 

４ 完了時制 

 

１ 現在完了時制 have/has＋過去分詞 

 

 過去の動作や状態が現在につながって現在それがどうであるかを述べる表現。 

 

 １完了用法 (ちょうど)～したところだ。 

   I have just finished my homework. 

   (今,宿題をちょうど終えたところだ｡) 

 

 ２結果用法 (すでに/もう)～してしまった。 

   have already had lunch. ※肯定文→already 

   私はすでに(もう)お昼ごはんを食べてしまいました。) 

 

   Have you had lunch yet? ※疑問文→yet 

   あなたはもうお昼ごはんを食べてしまいましたか？) 

 

   He has not had lunch yet.  ※否定文→yet 

   彼はまだお昼ごはんを食べていません。) 
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 ３続用法 (から/～間)～している。 

   She has been absent from school for three days. 

   (彼女は学校を 3 日間欠席している｡)＜今も欠席中である＞ 

 

   She has been absent from school since yesterday. 

   (彼女は昨日から学校を欠席している。) 

   How long have you lived in this town? 

   (あなたはどのくらいこの町に住んでいますか) 

 

 ４経験用法 (～度)～したことがある。 

   I have seen a panda twice. 

   (私はパンダを２度見たことがある) 

   1 度 once, 3 度 three times, 4 度 four times, 数度 several times,  

   何度も many times 

   How many times have you seen a panda?     

   How many times＝How often 

   (あなたは何回パンダを見たことがありますか) 

 

２ 現在完了が使えない場合  

 

  ※現在完了時制は、過去を表す副詞(句･節) → 現在完了は現在形なので 

   just now(ついさっき)・～ago(～前)や 

   過去の特定時をたずねる疑問副詞の when や what time のある文には使えない｡  

   ［正］When did you come home?［誤］When have you come home? 

   ［正］He came back just now.     ［誤］He has come back just now. 

   ［正］He has just come back. 

 

３ 現在完了進行形 have/has been Ving 

 

  動作を表す動詞とともに用いられ、ある時点までの動作の継続を表す。 

  動作動詞→現在完了進行形を用いる。 

  He has been learning English for six years. learn＝動作動詞 

  (彼は 6 年間英語を習ってきた) → これからも英語の勉強を続ける 

  He has learned English for six years.  

  (6 年間英語を勉強してきた) → これで終わりかもしれない 
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４ 未来完了時制 will have 過去分詞 

 

  未来のある時点までの動作の完了や、経験･状態の継続を表す。 

  How often will you have read the novel if you read it once more? 

  (もう一度読んだら,その小説を何度読んだことになりますか.) 

 

５ 「～してから・・・年になる」の表現 

 

  いく通りかの言い方があるので、書きかえ問題に注意 

  (彼の母親が死んでから 5 年になる｡) 

  His mother died five years ago. 彼の母は５年前に亡くなった。 

  His mother has been dead for five years. 彼の母は５年間死にっぱなし。 

  It is five years since his mother died. 彼の母が亡くなってから５年です。  

  Five years have passed since his mother died.  

  彼の母が亡くなってから５年が過ぎ去りました。 

 

６ 過去完了時制 had 過去分詞 

 

  (1)過去の一定時までの動作や状態の継続について述べる。 

   have/has＋過去分詞 →時制の一致→ had＋過去分詞 となる。 

   The dinner had already become cold when we had it. 

   (私たちが食べたときには夕食はもう冷たくなっていた｡) 

 

  (2)hope や intend などの動詞が過去完了形になると、過去の希望・意図が実現しなかったことを表  

   す  

   → 仮定法的になる。 

   We had hoped to catch the 8:30 train. 

   (私たちは 8 時半の列車に乗ろうと思っていたんだけど｡) → 乗れなかった 

 

   I had intended to visit her. 

   (私は彼女を訪ねるつもりだったんだが｡) → 訪ねることができなかった。 

 

 


